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2RP-3　　　　プロテアーゼの洗浄性に及ぼす界面活性剤、酸化剤の影響

　　　　　　　昭和女大家政　○下村久美子　小ノ滓治子

　　　　　　　東京工大工学　　小見山二郎

　〈目的＞これまで、界面活性剤、酸化剤などの洗剤成分がアルカリプロテアーゼの活性

に及ぼす影響をモデル的に調べてきた。特に上記の2成分について、活性上昇効果を水晶

発振子を用いた固体モデルタンパク汚れについて確認した。本研究では、2種汚染布の洗

浄において、酵素による洗浄効果に及ぼす各種の界面活性剤と酸化剤の影響を明らかにす

ることを試みた。

　〈方法＞汚染布は牛乳とコーヒーの混合液で汚染したもの及び湿式人工汚染布（洗濯科

学協会）を用いた。界面活性剤‘としてLAS. AS, AOS ,C12（EO）7,Cl6（EO）7の5種類、

酸化剤として過ホウ酸ナトリウム、過炭酸ナトリウムを用いた。酵素はカズサーゼを使用

した。さらに炭酸ナトリウム、C.M.C、硫酸ナトリウムを加え洗浄溶液とし、三角フラス

コ中に汚染布と共に入れ、振とう器にて所定時間洗浄したのち表面反射率の測定により洗

浄効率を求めた。
　〈結果＞牛乳十コーヒー汚染布と湿式人工汚染布の洗浄効率を比較すると、酵素のみによ

る洗浄では前者の方が2倍（40°Cの場合）高く。酵素の効果は汚れに含まれるタンパクの

種類によって大きく異なる。一方両汚染布共にJ酵素と各界面活性剤、及び、｡酸化剤との

共存下での洗浄効率には、溶液系で求めた結果に対応する上昇が認められたが個々の成分

の効果を加えたものよりは低かった。さらに、酵素、界面活性剤、酸化剤の3成分を配合

した場合は、いずれの界面活性剤でも洗浄効率が最も上昇した。これらの結果を溶液系に

おいて見出されたタンパク質分解における酵素と各成分の共動作用に基づいて説明する。

2Rp-4　　　　　　各種廃食油石けんの洗浄性能の比較
　　　　　　　　　青山学院女短大　○阿部幸子　　檀上洋江
　　　　　　　　　郡山女大家政　岩崎芳枝　　　　東京家政大家政　片山倫子

　【目的】廃食用油利用石けんの消費性能を総合的に把握することを目的とし、これまでに
　油の使用頻度や調製条件による石けんの品質や性能および環境影響等について検討してき

　た。本年度は手作り廃油石けんを調製し、調製後の経時による性能変化を検討した後、こ
　れらの手作り石けん、小規模の廃油石けんプラントで製造されている粉石けん２種、及び

　市販粉石けんの洗浄力、繰り返し洗濯による布地の黄化などの洗浄性能を比較検討した。
　【方法】石けん（通称プリン石けん）の調製：なたね油／大豆油（50:50）の食用調合油

　を３回揚げ物に使用した油（廃油）と新油を用い、一般的な方法に準じた加熱法で調製し
　た。成分分析：水分、遊離アルカリ、純石けん分をJIS-K-3304に準拠した方法により測定

　した。洗浄力試験：ターゴトメーターを用い、５種の汚染布（①湿式汚染布、②ミルク／

　血液／カーボン・綿（EMPA-116）、③ミルク／血液／カーボン・ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ／綿（BMPA-117）
　④カーボン／オリーブ油・綿（EMPA-101）、⑤カーボン／オリーブ油・ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ／綿（EMPA

　-104））及び汚染用白布３種を１浴に入れ、30 °C、5°DH、浴比1:30の条件で洗浄した。
　【結果】調製したプリン石けんの純石けん分は18％、遊離アルカリは調整後の時間経過と

　共に減少し、３ヵ月放置後には殆ど検出されなかった。プリン石けん、廃油石けん２種

　（何れも釜炊き法、無塩析、炭酸ナトリウム配合、表示の純石けん分は59および60％）は、
　純石けん分に換算して同濃度であれば、ほぼ同様の洗浄挙動を示すが、廃油石けんは何れ

　も低濃度での洗浄力が水だけの場合より低下し、とくに未精製油を使用したものではこの
　傾向が顕著であった。繰り返し洗濯の結果では、廃油石けんの- Ab値が大きかった。
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